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押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し
の
た
め
の
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事

佐

竹

敬

久

秋
田
県
規
則
第
九
号

押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し
の
た
め
の
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
秋
田
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
秋
田
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
認
印
を
押
す
と
と
も
に
、
」
を
削
る
。

（
秋
田
県
退
職
年
金
等
お
よ
び
退
職
一
時
金
等
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「

」
を
削
る
。

㊞

一

秋
田
県
退
職
年
金
等
お
よ
び
退
職
一
時
金
等
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
四
号
）

様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号

二

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
聴
取
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
秋
田
県
規
則
四
十
四
号
）
様
式
第
二
号
、
様
式
第

四
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
、
様
式
第
八
号
、
様
式
第
十
号
、
様
式
第
十
四
号
及
び
様
式
第
十
六
号

三

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
県
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
元
年
秋
田
県
規
則
第
十
二
号
）
様
式
第
二
号

四

過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
百
号
）
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号

五

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
す
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
五
号
）
様
式
第
一
号

六

秋
田
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
三
号
）
様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で
、
様
式
第
七
号
か
ら
様
式
第
九
号
ま

で
、
様
式
第
十
一
号
及
び
様
式
第
十
三
号
か
ら
様
式
第
十
六
号
ま
で

七

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
及
び
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
十
号
）
様
式
第
二
号

八

秋
田
県
母
子
家
庭
児
童
の
身
元
保
証
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
三
号
）
様
式
第
一
号
、
様
式
第
四
号
、
様
式
第
七
号
及

び
様
式
第
十
号

九

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
二
号
）
別
記
様
式

十

歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
十
四
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で

十
一

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
九
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第

五
号
ま
で

十
二

秋
田
県
看
護
職
員
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
二
号
）
様
式
第
一
号
、
様
式
第
十
一
号
、
様
式
第
十
三
号
、
様
式

第
十
五
号
か
ら
様
式
第
十
八
号
ま
で
及
び
様
式
第
二
十
号
か
ら
様
式
第
二
十
四
号
ま
で

十
三

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
四
号
）
様
式
第
一
号
及
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び
様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で

十
四

柔
道
整
復
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
五
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で

十
五

秋
田
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
十
六
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で

十
六

秋
田
県
公
害
紛
争
処
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
六
号
）
別
記
様
式

十
七

秋
田
県
県
外
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
係
る
事
前
協
議
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
五
号
）
様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号

及
び
様
式
第
四
号

十
八

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
号
）
様
式
第
八
号

十
九

秋
田
県
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
号
）
様
式
第
二
号

二
十

秋
田
港
魚
市
場
使
用
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
九
号
）
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号

二
十
一

林
業
種
苗
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
五
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で

二
十
二

秋
田
県
県
営
林
道
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
十
六
号
）
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
五
号

二
十
三

開
発
行
為
等
の
規
制
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
十
二
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で

二
十
四

秋
田
県
十
和
田
湖
公
共
下
水
道
条
例
施
行
規
則
（
平
成
三
年
秋
田
県
規
則
第
十
六
号
）
様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
、
様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
六
号
か

ら
様
式
第
十
二
号
ま
で

二
十
五

海
岸
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
四
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
七
号
ま
で

二
十
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
一
号
）
様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で

二
十
七

秋
田
県
港
湾
施
設
特
別
利
用
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
十
九
号
）
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号

（
行
旅
病
人
お
よ
び
行
旅
死
亡
人
取
扱
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「

」
を
削
る
。

印

一

行
旅
病
人
お
よ
び
行
旅
死
亡
人
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
九
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で

二

秋
田
県
交
通
指
導
員
交
通
災
害
見
舞
金
支
給
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
十
六
号
）
別
記
様
式

三

秋
田
県
農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
）
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号

（
秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「

」
及
び
「
（

）

」
を
削
る
。

㊞
注

氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は

押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

、

一

秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
号
）
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号

二

秋
田
県
漁
船
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
六
号
）
様
式
第
五
号
、
様
式
第
六
号
、
様
式
第
八
号
及
び
様
式
第
九
号

三

砂
防
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
十
八
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
号
ま
で

四

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
九
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で

五

秋
田
県
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
八
号
）
様
式
第
三
号

（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）
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第
五
条

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
記
載
し
、
及
び
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
申
請
書
に
押
印
し
、
こ
れ
を
」
を
「
申
請
書
を
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
記
載
し
、
及
び
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
申
請
書
に
押
印
し
、
こ
れ
を
」
を
「
申
請
書
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
記
載
し
、
及
び
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
申
請
書
に
押
印
し
、
こ
れ
を
」
を
「
申
請
書
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
記
載
し
、
及
び
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た
」

に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
申
請
書
に
押
印
し
、
こ
れ
を
」
を
「
申
請
書
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
返
納
書
に
押
印
し
、
こ
れ
を
」
を
「
返
納
書
を
」
に
改
め

る
。第

八
条
中
「
申
請
書
に
押
印
し
、
こ
れ
を
」
を
「
申
請
書
を
」
に
改
め
る
。

（
温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

温
泉
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
中
「
押
印
し
、
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
押
印
し
、
か
つ
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
第
二
項
中
「
押
印
し
、
」
を

「
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
中
「
押
印
し
、
か
つ
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
押
印
し
、
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
る
。

（
秋
田
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

秋
田
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（９）

（２）

（８）

様
式
第
二
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）

（４）

（３）

様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
三
号
の
二
中
「

」
を
削
り
、
こ
れ
ら
の
様
式
の
規
定
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（５）

備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

（２）

（４）

様
式
第
四
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（８）

（２）

（７）

様
式
第
五
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（５）

（２）

（４）

様
式
第
六
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）

（４）

（３）

様
式
第
七
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

㊞

。

備
考

認
可
を
受
け
た
年
月
日
及
び
番
号

の
欄
及
び

公
園
事
業
の
種
類

の
欄
に
は
当
該
事
業
の
認
可
指
令
書
記
載
の
も
の
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「

」

「

」

様
式
第
七
号
の
二
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）
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様
式
第
七
号
の
三
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）

（４）

（３）

様
式
第
七
号
の
四
及
び
様
式
第
七
号
の
五
中
「

」
を
削
り
、
こ
れ
ら
の
様
式
の
規
定
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）

る
。様

式
第
七
号
の
六
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（５）

（２）

（４）

る
。様

式
第
七
号
の
七
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）

（４）

（３）

様
式
第
八
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（７）

（２）

（６）

様
式
第
八
号
の
二
及
び
様
式
第
八
号
の
三
中
「

」
を
削
り
、
こ
れ
ら
の
様
式
の
規
定
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（１０）

で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

（２）

（９）

様
式
第
八
号
の
四
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（６）

（２）

（５）

る
。様

式
第
八
号
の
五
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（７）

（２）

（６）

る
。様

式
第
八
号
の
六
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（６）

（２）

（５）

る
。様

式
第
八
号
の
七
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（１０）

（２）

（９）

る
。様

式
第
八
号
の
八
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞
（１）

（２）

（１）

（３）

（８）

（２）

（７）

る
。様

式
第
八
号
の
九
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（７）

（２）

（６）

る
。様

式
第
八
号
の
十
及
び
様
式
第
八
号
の
十
一
中
「

」
を
削
り
、
こ
れ
ら
の
様
式
の
規
定
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（６）

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

（２）

（５）

様
式
第
八
号
の
十
二
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

を
備
考

と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）

（４）

（３）

様
式
第
八
号
の
十
三
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（７）

（２）

（６）

る
。様

式
第
八
号
の
十
四
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（６）

（２）

（５）

る
。様

式
第
九
号
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（７）

（２）

（６）
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様
式
第
九
号
の
二
及
び
様
式
第
九
号
の
三
中
「

」
を
削
り
、
こ
れ
ら
の
様
式
の
規
定
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（６）

で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

（２）

（５）

様
式
第
九
号
の
四
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（８）

（２）

（７）

る
。様

式
第
九
号
の
五
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（１０）

（２）

（９）

る
。様

式
第
九
号
の
六
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（７）

（２）

（６）

る
。様

式
第
九
号
の
七
及
び
様
式
第
九
号
の
八
中
「

」
及
び
備
考
を
削
る
。

㊞

様
式
第
九
号
の
九
及
び
様
式
第
九
号
の
十
中
「

」
を
削
り
、
こ
れ
ら
の
様
式
の
規
定
中
備
考

を
削
り
、
備
考

を
備
考

と
し
、
備
考

か
ら
備
考

ま

㊞

（１）

（２）

（１）

（３）

（５）

で
を
備
考

か
ら
備
考

ま
で
と
す
る
。

（２）

（４）

（
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
及
び
住
所
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
及
び
住
所
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
」

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
記
載
し
、
及
び
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
改
め
、

「
所
在
地
」
の
下
に
「
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
「
記
載
し
、
及
び
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
改
め
、
「
所
在

地
」
の
下
に
「
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
を
加
え
る
。

第
七
条
中
「
及
び
住
所
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
」

に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
九
条
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
中
「
及
び
住
所
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及

び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
並
び
に
第
十
四
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
及

び
」
を
「
、
」
に
、
「
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
二
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
、
「
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
な
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け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
第
十
六
条
の
二
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
第
十
六
条
の
三
及
び
第
十
七
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
及
び
」
を
「
、
」

に
、
「
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
記
載
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
、
「
を
記
載
し
、
並
び
に
代
表
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
た
」
を
「
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
」
に
改
め

る
。

（
秋
田
県
県
営
治
山
事
業
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

秋
田
県
県
営
治
山
事
業
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
削
り
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
中
「

」
を
削
る
。

印
㊞

（
地
す
べ
り
等
防
止
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

地
す
べ
り
等
防
止
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「

」
を
削
る
。

㊞

「

印

様
式
第
七
号
中

を
削
る
。

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


